
 

 
 
 

  

     

 

 

 

一年の中で最も寒い二月になりました。 

どんなに寒い朝も元気いっぱいに登園してくる子どもたちに元気をもらい、ひとり一人の

目覚ましい成長を肌で感じながら共に喜びの日々を過ごしています。 

この時期になると、子どもたちが “いつの間にか” 大きく成長している事に気が付く

瞬間に沢山出会う事が出来ます。大人にしてみると “いつの間にか” なのですが、子ど

もたちは 『今のとき』 の積み重ねの全てが成長の糧であり、何気ない日常の中にこそ、

心が動く瞬間があります。毎日の生活の中で誰かの気持ちを感じたり、自分の思いを表現

しながら、心根が大きく育っていっているのを感じています。 

 

先日幼児クラス 3 クラスが、ひばり幼稚園での移動動物園に行ってきました。 

小動物にそっと触れ、子どもたちなりに命を感じ優しく生き物をなでている姿を見て、 

この気持ちをずっと大切にしてほしいと思いました。 

子どもたちは大人が思っている以上に感受性が豊かであり、どんなに小さな生命にも 

気づくことができると思っています。だからこそ小動物を見たとき、触れた瞬間にあんな

にも素敵な表情になるのだと思いました。 

目に見えて何かができるようになったりする事も嬉しい出来事ですが、生きていく上で

本当に大切なことは、目には見えない心の豊かさや、人に対してのあたたかく優しい気持

ちなのだと、今年もまた子どもたちから学んでいます。 

残り2か月となった今年度のオリーブ保育園での生活が、子どもたちだけでなく保護者の

方々にとっても、心安らぐ場所となりますように。 

そして子どもたちの小さな気付きに共感しながら心豊かに過ごしていきたいと思います 

 

 

 

 

 

２月のスケジュール 

今月のねがい                   讃美歌 

 ＊友だちとのやりとりの中でいろいろな思いを経験する。   ＊きみがすきだって 

＊友だち同士で協力する体験を重ねる。 
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2 月 25 日（水）はピンクシャツデーです 

2007 年カナダの学生 2 名から始まったいじめ反対運動です。ピンクのポロシャツを着て登校し

た少年がいじめられ、それを聞いた先輩2人が50枚のピンクのシャツを購入。学校でピンクのシ

ャツを着ようと呼びかけました。呼びかけに賛同した数百名の生徒がピンクのシャツや小物を身

に着け登校し、学校中がピンクに染まり、いじめは自然になくなりました。このエピソードは世界中

で広まり今では 70 か国以上でいじめに反対する活動が行われています。YMCA では全国で約

4 万人が賛同しアクションを起こしています。 




